
英文作成法論考

斎 藤 誠 毅

1.グ ラ コ ン と 英 作 文

1960年 代 半 ば に都 立 の 高校 に勤 め て い た 頃 の こ とだ が 、新 年 度 の英 語 科 目

の分 担 を決 め る際 に 必 ず 最 大 の 関 心 を集 め る の が 、 当 時 の 呼 び 名 で 言 え ば

「作 文 」 とい う科 目で あ っ た。 作 文 に は2種 類 あ る。 一 つ は 文 法 と抱 き 合 わ

せ のGrammarandComposition(通 称 グ ラ コ ン)、 も う… つ は和 文 英 訳 で あ る。

前者 に は 文部 省 に よ る検 定 教 科 書 が あ り、 い わ ゆ る 「文 法 科 目」 と して 扱 う

のが 通 例 で 、 こ ち らは敬 遠 され る ど こ ろ か争 っ て 担 当 を希 望す る の が 実 情 で

あ っ た。 一 方 和 文 英 訳(通 称 英 作 文)の 方 は 、 副 読 本 の形 式 の 教 科 書 が あ っ

て、 一 応 文 法 項 目を 中心 と した配 列 とな っ て い た が、 目標 は あ くま で徹 底 し

た和 文 英 訳 で あ っ た。

グ ラ コ ンが 英 語 教 師 の 問 で奪 い合 い に な る ほ ど人 気 が あ った の は 、 内容 が

徹 底 した文 法 指 導 で あ った か らで あ る。 教 科 書 は、 まず 基 本 例 文 か ら始 ま り、

っ い で 空 所 補 充 、誤 文 訂 正 、書 き換 え な どの 問題 が あ り、 最 後 に短 文 の和 文

英 訳 が つ い て い る。 科 目の名 称 通 り、 まず 文 法 的 な練 習 を して か ら作 文 に 入

る とい う、GrammarandCompositionの 語 順 を そ の ま ま な ぞ っ た よ うな 教 授

項 目の 配 列 で あ っ た 。 こ う した 配 列 で あ る と、 学 習 上(生 徒 側)も 教 授 上

(教 師側)も 利 点 が あ る。 す な わ ち 、 授 業 に 向 け て 予 習 や 準備 が し易 く、 授

業 の 運 営 が 円 滑 に運 び 、 教 え る 方 で も教 師 と して の 面 目を保 つ こ とで き る。
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こ うした利 点ゆ えにグラ コンは教 師の間で奪 い合 い にな ったのであ る。

一方 、英作 文が教師 か ら敬遠 され たの は、和文英 訳の過 程 で生徒側 か ら予

想 外の反応 がまま あ り、 これ に的確 に答 えるのが厄介 だ った か らであ る。 こ

れ は言語表現 の多様性 に よる もので、一つ の内容 に対 して、生徒 が10人 いれ

ば10通 りの言 い方 が 出て くるこ とが可能 になる。 この多様性 が、教師 が英 作

文 を敬 遠す る原 因 となったので ある。 も う一つ の原 因は、生徒 が書 く英 文は

往 々 に して基本 的 な文法上 の様 々な間違 い を含む ものが多 く、 これ を一 つ一

つ訂正 し納得 させ るのが、特定の文 法項 目に集 中 して学習す る グラ コンに比

べて、煩雑 であった ことである。 しか し全 ての教師が敬遠 したわ けではない。

英語表 現 に多大 な関心 のあ る教 師 は、進 んで英 作文 を担 当す る傾 向があ り、

どの高校 の英語 科 に も英作 文専 門 の教 師 が2.3人 い るの が通 例 であった。

2.文 部 省 学 習 指 導 要 領 の 変 遷

こ こで、 日本 にお ける英 語教 育 の根 幹 をなす 文部省 学習 指導 要領 の変遷 、

それ も 「書 くこ と」 にかんす る扱 い方 の変遷 を概観 してみ るこ とにす る。

文部省 学習指 導要領 が戦後 の公教 育の指針 と して編纂 された のは、昭和22

年(1947年)が 最 初 で、表題 は 「学習指 導要領 英語編(試 案)」 とな って

い る。 まだ新制 中学校 の発足前 で あったため、現在 の中学校 か ら高等学校 ま

で(第7～12学 年 と表記 され た)を 含む もので あ り、簡 略化 されてい る と

は言 えB5版 で16頁 にわ た る もの で あっ た。 英 作文 の指 導項 目を見 てみ る

と、 「第 四章 教材 」の箇所 に、次 の よ うに明記 され てい る。

書 き方

7年 口頭つ づ り方 習字 書取

8年 書取 短文

9年 複 文 や さしい和文英 訳

10年 作 文 文法総合

11年 作 文 文法総合
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12年 自由作 文 創 作

さ らに 指 導 法 の 「三 書 き方 」 の 箇 所 をみ る と、次 の11項 目が 明 記 され

て い る。

(一)英 語 で答 を書 く方 法(AnswerinEnglish)

(二)選 択 法(MultipleChoice)

(三)組 み 合 わせ 法(Combination)

(四)完 成 法(Completion)

(五)形 を か え る方 法(Transfbrmation)

(六)応 用 す る方 法(Applied)

(七)ま とめ る方 法(Summarizing)

(八)英 訳す る方 法(Translation)

(九)訂 正法(Correction)

(十)書 き取 る方 法(Dictation)

(十 一)作 り話 を書 く方 法(Creativework)

次 に 、 占領 下 で 実施 され た 学 制 改革 に と もな って 編 纂 され た 学 習 指 導 要 領

は 、 昭 和27年(1952年)発 令 の 「中学 校 ・高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 外 国 語

科 英 語 編(試 案)」 で あ る。 これ は 、 前 回発 令 の もの に 比 べ て か な り大 部 の

内 容 で 、 中学 校1年 か ら高等 学 校3年 ま で の学 年 ご との指 導 目標 、指 導 項 目、

指 導 方 法 、指 導 内容 等 を詳 細 に 網 羅 して い るた め 、B5版 で180頁 に もお よぶ。

「書 き方 」 に 関 して 「高 等 学 校 に お け る英 語 指 導 計 画 」 の 中 か ら、 高 等 学 校

1年 の指 導項 目を 引 用 す る と次 の19項 目が あ る。

C主 と して書 き方 に関 す る もの

・ 書 取 をす る こ と

・ 口頭 お よび 筆 記 の 問 に答 を書 く こ と

・ ヒ ン トを得 て 、 ま た は ヒン トな しで 、 思 い 出 して 書 く こ と

・ 空 欄 に 必 要 な事 項 を記 入 す る こ と

・ 実 物 ・絵 画 ・地 図 ・図表 お よび 動 作 を書 い て 述 べ る こ と
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・ 言 ってみた り、書 いてみた り して、つづ りを習 うこと

・ 句読点お よび大文字 を正確 に使 うこ と

・ 略語 を正 しく用 い ること

・ 適 当な余 白をお くこと、お よびそ の他 同 じよ うな慣習 を守 るこ

とを学ぶ こ と

・ 学校 用 の標識 を作 るこ と

・ は り札や さげ札 を書 くこ と

・ 掲 示板 に掲 示 を書 くこ と

・ 作文練習

・ 日記 をつ け る こと

・ 手紙 を書 くこ と

・ 学校 新 聞また は雑誌 に英 文記事 を書いて 出す こ と

・ 英 字新 聞を発行す るこ と

・ 荒筋や ま とめ を書 くこ と

・ 和 文英訳

以上の項 目を見 る と、前回 の試案 に比べて 、 この試 案 ではか な り実用的 な

項 目が含 まれ てお り、GHQの 要 望 に応 え る必 要 が あ ったで あ ろ うこ とが う

かがえ る。 当時 の教育現場 で上 の項 目を どの程度消化 で きたかは、はっき り

とは分か らないが 、以後 の実践(筆 者 の高校在 学 時代)か ら想 像す る限 り、

「作文練 習」 と 「和文英 訳 」 の2点 に指 導の力 点 が 当て られ た こ とは明 らか

で ある。

学習指導 要領 が現在 の よ うに 中学校 と高等 学校 に分 かれ て簡 略化 され大綱

化 され て 、 「目標 」、 「内容 」、 「指導 計画作成 お よび指 導上 の留意 事項 」の3

項 目にま とめ られ るよ うにな った のは、昭和35年(1960年)の 改訂か らで あ

る。 この改訂 では、 高等 学校 の英語 が 「英 語A(9単 位)」 と 「英語B(15単

位)」 に分 け られ 、 教科書 で見 る と英語Aが 各学年1冊 の総合 教科書 、英語B

が リー ダー とグラコンの2種 類 とな り、 これ に1で 述べ た 「作 文」の教科 書
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が副読本 の形 で加 わ る こととなった。 改訂 は以後 ほぼ10年 毎 に繰 り返 され 、

現在 は第5回 目の改訂 となってい る。過 去5回 の改訂 で 「書 くこ と」 の指導

が どの よ うに変化 して きた か、 「目標」 で見てみ る と次 の よ うに なる。

昭和35年(1960)

英 語A=英 語 の音 声お よび基本 的 な語 法 に習熟 させ、読む 能力 の基

礎iを養 うとともに、聞 き、話 し、書 くな どの実 際的な能力や

積極 的 な態度 を養 う。

英語B:英 語 の基本 的な語法 に習 熟 させ 、読 む能力 お よび書 く能

力 を養 う。

昭和40年(1970)

初級 英語;英 語 の文字お よび初歩 的な語法 に慣れ させ 、読 む能力お

よび書 く能力 を養 う。

英語A:英 語 の文字 お よび基本 的 な語法 に慣れ させ 、読み 、書 く

基礎 的 な能力 を養 う。

英語B:英 語 の文字 お よび基本 的 な語法 に慣れ させ 、読 み、書 く

基礎 的 な能力 を伸 ばす。

昭和53年(1978)

英語IIC:事 柄 の概 要 や要 点 が伝 わ る よ うに英語 で文 を書 く基礎 的

な能力 を一層 伸 ばす と ともに、英語 で表現 しよ うとす る積極

的 な態度 を育成す る。

平成元年(1989)

ライテ ィング:自 分 の考 え な どを的確 に書 く能力 を一層伸 ばす と

ともに、英語 で表現 しよ うとす る積極 的 な態度 を育 て る。

平成11年(1999)

ライ テ ィング:情 報 や考 えな ど、場 面や 目的 に応 じて英語 で書 く能

力 を更 に伸 ばす とともに、この能力 を活用 して積極的に コミュ

ニ ケー シ ョンを図 ろ うとす る態度 を育て る。
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先 に述 べ た グ ラ コンの教科 書が各 学年使 用 の3分 冊 に分 かれ て出版 され使

用 され た のは 昭和40年 の改訂 時(1977年)ま でで 、次 の改訂 には1冊 に ま と

め られ、 平成 元年 の改定で完全 に姿 を消 して しま う。 平成元年 と11年 の 目標

を見れ ば明 らか なよ うに、指導要領 に も られた 内容 は、 コ ミュニケー シ ョン

を志 向す る色彩 を色濃 くした ものであ り、以後 中学校 ・高等学校 ともに英語

教育 の 目標 と して 「コ ミュニ ケー シ ョン能 力の育成」 を前面 に掲 げ ることに

な る。

3.グ ラ コ ン と和 文 英 訳 の 功 罪

かつて 日本 の英 語学習者 は、読み書 きはで きるが聞き話す のは苦手 とい う

の が一般 的 で あった。 特 に文 法力 につい て は、TOEFLな どの テス トで高得

点 をあげ、 グ ラコンの成果 としてそれ な りの評価 を受 けていた が、英語 を書

くこ とに関 しては必 ず しも良い評価 を受 けていなか った。 これ にはグラコン

のみ な らず和文英訳 を通 した学習 にも原 因があ るもの と思われ る。

グラコンの主 目的は英語 の文法 に関す る知識 を習得す る こ とにある。言 い

換 えれ ば 、 「英語 につ いて知 る」(knowaboutEnglish)こ とで あって、 「英語

を知 る」(knowEnglish)こ とではない。英語 につい ての知識 が増 えて も、英

語 を使 って音 声や文字 で表現す る ことには必 ず しもつ なが らず 、逆 に英語 を

使 って表 現 しよ うとす る こ とに対 して抑止力 として働 くこ とが あ る。 この逆

の例 として挙 げ られ るのは、長 い間英語圏 の生活 を経験 してバイ リンガル と

なった人 たちの英語表現力 であ る。彼 らは英語 の文法 について知識 として持 っ

てい る ものは極 めて不十分 な ものであ るが、英語 を使 って表 現す る ときには

的確 に意 味 を伝 える ことが でき、文法 的に ほぼ完壁 な英 語 を披 露す るこ とが

で きる。 これ は、彼 らの英 語使用 の 日常的な経験 が、文 法主体 の学習者 に比

べ て圧倒 的 に豊 富で あ るか らで 、文法 の知識 に振 り回 され る前 に何 かを言 う

ことの方 が大切 で あ る ことを 日常の体験 によっ て認識 してい るか らで ある。

同 じこ とが和文英 訳 につ いて も言 うことがで きる。和文英訳 とは、戦後最
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初 の 学 習 指 導 要 領 に も あ る と お り、 翻 訳 作 業(translation)で あ る 。 翻 訳 を

専 門 に し よ う とす る 人 に と っ て 和 文 英 訳 は 重 要 な 意 味 を 持 つ 学 習 と な る で あ

ろ うが 、 一 般 の 学 習 者 に と っ て は 、 文 法 学 習 と 同 じ よ うに 、 英 語 を 使 っ て 表

現 す る こ と に 対 す る 抑 止 力 と して 働 く こ と が あ る 。 一 例 を 挙 げ る と、

「最 近 介 護 保 険 は 重 要 だ と い う声 を よ く耳 に す る 」

と い う 日本 文 を 英 語 に 翻 訳 す る場 合 、 「声 」 と 「耳 」 の2語 が 抑 止 力 と し て 働

く。 「声 」 がvoiceで は な く 、 「耳 」 がearsで は な い の は 分 か っ て も 、 これ か ら

先 次 の よ うな 適 切 な 表 現 に い た る ま で は か な りの 時 間 が か か る 。

RecentlyI'veofltenheardpeoplesayinghowimportantnursingcareinsurance

fortheelderlyis.

しか し、 次 の よ うな 英 語 だ け で の や り と りで は 、 和 文 英 訳 に 見 られ る よ うな

抑 止 力 は ほ と ん ど働 か な い 。

A:Haveyoueverheardaboutnursingcareinsurancefortheelderly?

B:Yes.Peopleoftentalkaboutit,don'tthey?

A:That'sright.We'veoftenheardpeopletalkabouttheimportanceof

nursingcareinsurancefortheelderly.

日本 文 を 与 え る よ り も 、 テ ー マ や 場 面 を 与 え て 適 切 な 表 現 に い た らせ る ほ う

が 、 英 語 に よ る 表 現 を 体 得 す る に は 効 果 的 で あ る 。

4.効 果 的 な 英 文 作 成 法

グ ラ コン(GrammarandComposition)と か英 作文 や 和文 英訳 とい う用 語

は、戦後 の英 語教育 の歴 史の 中で あま り良い 印象 を残 していない。 む しろわ

れわれが英語 を苦手 とす る意識 を持つ にいた った元 凶 と してのイ メー ジが強

い。 こ うした悪いイ メー ジ を払拭す るため に も、 グラ コンは もはや死語 で あ

るので脇 に置 くと して、英 作文 とか和文 英訳 とい う用語 も、われわれ の英語

学習 の世界 か ら追放 したい。

外 国語 を学 習す る とい うこ とは、母語 としての 日本 語 に加 えて も う一つ別
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の 言 語 を習 得 す る とい うこ と、 言 い 換 えれ ば 、 日本 語 と外 国 語(本 稿 の 場 合

英 語)を 併 用 す る とい うこ とで あ る。 併 用 とい うか らに は、 それ な りの意 味

が あ る。 す な わ ち 、 英 語 を 学 習 す る場 合 に 日本 語 と英 語 をそ れ ぞれ 別 の回 路

で 学 習す る とい うこ とで あ って 、 日本 語 を 通 じて 英 語 を学 習 す る とい うこ と

で は な い 。 別 な言 い 方 をす れ ば、 日本 語 を使 う時 は 日本 語 で 考 え 、英 語 を使

う時 は英 語 で考 え る とい うこ とで あ る。 この 習 慣 は 、 学 習 の初 期 の段 階 で 身

に つ けて お く こ とが 望 ま しい 。

筆 者 が 現 在 所 長 を 勤 め て い る財 団法 人 語 学 教 育 研 究所 の 初 代 所 長HaroldE.

Palmerが 考 案 したThlnkzngInEnglishと い う方 法 は 、初 歩 の段 階 のみ な らず 、

大 学 生 に とっ て も有 益 で あ る。

Q:Whatdoyouuseapenfor?

A:Towrite.

Q:Whatisthedifferencebetweenadogandabeetle?

A:Adogisananimal,andabeetleisaninsect.

こ うした や り取 りで は 目本 語 を介 在 させ る必 要 は な い し、 同 じよ うな話 題 は

日常 の 生 活 の 中 に多 数 見 出 す こ とが で き る。 さ らに こ う した英 語 に よ る対 話

は 常 に 「英 語 は英 語 の 回 路 で 」 とい う習慣 形 成 に役 立 つ 。

日本 語 と英 語 を併 用 す る とい う考 え方 に基 づ く方 法 に は 、別 の効 用 もあ る。

す な わ ち 、 英 語 を使 用 す る こ とに 対 して の 耐 性(tolerance)が 学 習 者 の思 考

回 路 の 中 に形 成 され る とい うこ とで あ る。 例 を 、農 耕 民族 と遊 牧 民族 の離 乳

期 の幼 児 に見 て み よ う。 遊 牧 民 族 の幼 児 は 、 遺 伝 的 に乳 糖(lactose)に 対 す

る 耐性 を も っ てお り、離 乳 して か ら牛 乳 を飲 ん で も胃腸 を こわす 例 が少 な い

が 、農 耕 民 族 の幼 児 は耐 性 を持 って い な い た め離 乳 後 に 牛 乳 を飲 む と胃腸 を

こ わす 例 が 多 い とい う。 英 語 を学 習 す る の に で き得 る 限 り英 語 を使 用 す る と

い う環 境 にい る学 習 者 は、 学 習過 程 の 中 で英 語 使 用 に対 す る耐性 が で き るが 、

英 文 和 訳 や 和 文 英 訳 とい っ た学 習 法 に見 られ る よ うに 、 日本 語 を通 じて 学 習

す る 学 習 者 は 、 逆 に 、 英 語 に対 して 不 耐 性(intolerance)を 形 成 し、 英 語 ア
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レル ギーに悩 ま され るこ とにな る可能性 が大 きい。

日本語 と英 語 の併 用 とい う考 え方 は 「読 む こと」 にお いて も効力 を発揮 す

るが 、本稿 は こち らの効用 を議論す る場 では ないので 、 ここで はふれ ない こ

とにす る。 ただ、併用 とい う考 え方 で英文 に接 した場 合 に、英 文作成 にか な

りの効果 が あ る とい うこ とを示す例 として、学生 が書いた英文 を以下 にあ げ

てお く。 筆者 は、本 年度理 学部生物科学科 の教育活動 の一環 と して、 ダー ウ

ィ ン研究 をテ ーマ と した卒業研究 を担 当 した。週1回 行 われ る演習 では、ダー

ウィ ンの伝 記や代表 的 な著作 を、若 干の 日本語 を交 えなが らも、ほぼ直読 直

解 の方法 で輪読 した。 最後 に学 生た ちは、各 自のテーマ に従 って卒 業論 文 と

そ の概 要 を英 語 で ま とめ るこ とにな ったが、1年 間 を通 じて英 語 の原 文 に触

れ る機会が多かった故か、無理のない英文でま とめることができるよ うになっ

た。

CharlesDarwinwasoneofthemostfamousscientistsinhumanhistory.

Whatmakeshimsofamousishistheoryofnaturalselectionthatexplainsthe

evolutionoflivingthings.Histheorystillhasgreatinfluenceonbiologyand

religion.Butwhenhewasachild,hisfatherandallhisteachersregardedhim

asacommonboyoflowerintelligencethanaverage.SoI'dliketoinspect

howexperienceimprovedhisscientificabilityandhowitgavehimascientifict

Nought.(Uncorrected

昔 か ら、 「英作 文 は英借 文 な り」 とよ く言 われ て きた が、 この学生 の書 いた

英 文 を何度 かみ る うちに、 この駄洒落 に もい くば くかの真実 が あるよ うな気

が して きた。

5.お わ り に

本稿 は、定年 退職 を契機 として寄稿 を要請 され てま とめた もので あ る。 論
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文 として はま こ とに不備 で 内容 に乏 しい感 じをぬ ぐ うことがで きないが、退

官記念 論集 とい うことに めん じてお許 しいた だきたい。 本稿 を終わ るにあた

り、行 川学部長 をは じめ諸先生方 、そ して本論集 の編集 を担 当 された泉 水先

生 に心 か らお礼 を申 し上げたい。 あ りが と うござい ま した。
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